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　ハート・オブ・ゴールド（以下、
HG）は、カンボジア教育・青年・ス
ポーツ省（以下、教育省）と協力し
て中学校体育科の指導書を作成して
きました。2019 年９月に教育省大
臣により承認され、事業は普及の
時期に移行しています。
　2020 年１月から３月の間、プ
ノンペン都で１回、バッタンバン
州とスヴァイリエン州で各２回の
モニタリングを実施しました。ま
た、プノンペン都では、公開授
業（対象３校の教員が集まり各学
校の体育の授業を観察し、検討す
るワークショップ）を１回実施し
ました。今までのモニタリングで
は、教員が授業を実施した後にアド
バイスを行うという体制でしたが、
それでは教員が次の授業に反映させ
るまで時間が空いてしまい、授業改
善がなかなか進まない状況でした。
そこで、教員の合意の上、授業の途
中で介入しアドバイスを行い、その
場で教え方に工夫をしてもらうよう
にしました。教員は、生徒がより目
的に沿って学べるよう教えたり、生
徒の運動時間をより多く確保できる
ように授業を変更したりすることを
体験をもって学ぶことができるよう
になりました。本事業で独自に開発

した授業評価シートでは、モデル１
都２州の体育教員の新しい体育に対
する理解度は、100％のうち全体で
58.21％となっており、プロジェクト
目標に近い値になってきています。

　しかし、３月16日に新型コロナ
ウイルスの影響で、教育省が全ての
都・州の学校の閉鎖を発表しました。
これにより生徒が体育を学べなくな
り、教員も新しい体育を教えること
ができず、事業としてもモニタリン
グに行けない状況となりました。
　HGと教育省との緊急協議により、
現状では教員が教えることが難しい
３領域（フィジカルフィットネス、
リズム運動、器械体操）の参考書の
作成、体育用語を統一するための辞
書の作成、そして「態度、知識、技能、

協調性」を教えることをモデルとし
て示すことと合わせて、家にいても
生徒が体育を学べるようにするリズ
ム運動のオンライン授業コンテンツ
の作成に活動を変更することとしま
した。
　現在は、日本とカンボジアでオ
ンラインによる協議を重ねなが
ら、活動を進めています。教育省
は今年度末８月までの学校閉鎖
を決め、2020 年 11月から新学
期を開始することを予定していま
す。学校再開後には、体育の教員
が新しい体育をスムーズに始める
ことができるための支援をしてい
きたいと考えています。

　今後は、３領域の参考書、体育用
語辞書、オンライン授業を完成させ、
８月には教育省担当官をナショナル
トレーナーに認定するための評価試
験を計画しています。また、本事業
が９月に終了するため、新しい体育
の普及を教育省の政策として実施し
ていくための提言書を教育省大臣へ
提出する予定です。事業の終盤で、
計画を大きく変更しなければいけな
い状況になりましたが、新しい体育
がカンボジアに着実に根付くような
活動を継続していきたいと考えてい
ます。

【JICA草の根技術協力事業】

カンボジア王国中学校体育科教育の普及
　　　　　　　	 	 	 	 　　プロジェクト・マネージャー　西山　直樹　

BTB 州プレアモニボン中学校バスケットボールの授業（1/15）

ハート・オブ・ゴールド

SVR 州バサック中学校マット運動の授業（3/2）
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　ハート・オブ・ゴールドは、2006
年より JICA 草の根技術協力支援事
業（以下、JICA草の根）としてカン
ボジアの小学校体育科教育普及支援
を10年にわたり実施してきました。
　まずは体育科指導要領・指導書の
作成を行い、2009 年からシェムリ
アップ、バッタンバン、クラチェ、
シアヌークビル、スヴァイリエンを
地域拠点5州（マップ濃緑）とし、
各州3～ 4校の小学校及び教員養
成校を対象に、新しい体育の導入を
始めました。2013年に新たに10州
（マップ薄緑）を加え、小学校全33
校、教員養成校全13校に普及活動
を拡大。カンボジア教育・青年・ス
ポーツ省（以下、教育省）より小学
校 29校、教員養成校10 校が、指
導要領・指導書に沿った新体育実
施に取り組む研究指定校として認
定されました。その後も教育省は独

自で地方教育局に働きかけ、ワーク
ショップを実施し、普及を進めてい
ます。
　2016年からは中学校体育科教育
支援に着手し、プノンペン、スヴァ
イリエン、バッタンバンを拠点3州
として、小学校と同様に普及に取り
組んでいます。そして、2019 年か
らカンボジア初となる体育大学の体
育科4年制コース設立支援を行って
います。
　教育省担当官が日本で初めて運動
会を見たことをきっかけに、2013
年にシェムリアップ州で教育省主導
として初の運動会を開催しました。
1回目はHGと岡山大学が開催支援
を行い、翌年からは独自開催を継続
しています。また地方教育局の働き
かけにより、さらに他校にも広がり、
現在は18校にまで広がっています。
　当初から、教育省及び地方教育局

担当官、教員等の人材育成に力を入
れてきましたが、現場では体育授業
を行うための用具や施設が整ってお
らず、質の高い体育の授業を行うた
めにはどうしても環境整備が必要で
した。日本の学校、企業、団体、個
人等の皆様により、対象校や JICA
青年海外協力隊の派遣されている
学校にボールやマット、鉄棒やサッ
カーゴール等を支援することがで
き、本当の草の根の活動であると実
感しています。マットはHGスタッ
フが現地で材料を調達し、手作りし
たものを各学校に届けています。
　また、体育や運動会を実施するう
えで、安心・安全な水にすぐにアク
セスできるように浄水器の設置も行
いました。現在の新型コロナウイル
ス禍で、子ども達が清潔な水で手洗
いやうがいを徹底すること、保健教
育の重要性も改めて認識しています。

カンボジア体育科教育活動及び環境整備支援マップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクト・オフィサー　 米山　遥香
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　NCCCは今年から社会福祉局の指
導のもと、子どもの養育をしていま
す。例えば、18歳以上の子どもの
家を訪問し、日常生活や家庭状況な
どを調べ、子どもが安心して家庭復
帰できるかを検討しています。
　スライニットは留学から帰国後
は、高校 2年生に復帰し、勉強を
頑張りながら、NCCCのお手伝いを
したり、小さい子達の面倒をみたり
しています。NCCCの子ども達もス
ライニット、スライホム（現在、留
学中）を見習い、
日本へ行けること
を目標に日本語の
学習をしています。
　シェムリアップ
の社会福祉局の連
絡会で紹介したと
ころ、日本への留
学は大変驚かれる
とともに評価して
いただき、今後の
継続も望まれました。
　また、3月1日には、メーコン大
学でアンコールワット日本語スピー
チコンクールがありました。全員見
学に行き、来年は大会に参加する予
定です。
　1月 20日、岡山学芸館清秀中学
校から生徒さん42人の来訪があり、
自己紹介とセンターの案内の後、一
緒に畑の草取りをしました。短い時
間でしたが、たくさん話しができ、
楽しい時間を過ごすことができまし
た。
　3月 7日から､ 新型コロナウｲル
スのため､ カンボジアの全ての学校

は休みになりました。毎日、手洗い
やアルコール消毒をしっかりし、外
に出かけるときには､ マスクをして
います。子ども達は学校へ行けなく
なったので、NCCCでスタッフや高
校生が､ 勉強を教えています。小学
生と中学生は、週に1回学校まで宿
題を取りに行って、宿題ができたら
学校へ提出に行きます。村で携帯電
話をもっている家の子は､ オンライ
ン授業を受けています。政府からは、
11月の新学期から学校が始まると

聞いています。それぞれの役目を決
めて、スケジュールを組んで、規則
正しい生活をしています。
　4月 14日から 16日のクメール
正月も多くの人が移動することを避
けるため､ 政府が休日の延期をしま
した。NCCCの子ども達も毎年行っ
ている里帰りを中止し､ センターで
お正月のお祝いをしました｡ 13日
夜 8時 48 分に新年となり、7人姉
妹のうちの女神様１人が降りてくる
とのことで、大きい子達はお祈り（お
願い）をしました。小さい子達は眠っ
ていたようです。

ニューチャイルドケアセンターニューチャイルドケアセンター（NCCC）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業部長　　井上　恭子

―  指導員ビー・タイリー､ チュート・スライノッチの報告より ―

　　　　　しっかり手洗い    鍋、洗ってます！

トウモロコシたくさんとれました

クメール正月

　今頑張っているのは、勉強と畑
作業です。自分達で育てた野菜は、
格別です。トウモロコシは年に１回
栽培します。苗を植える前に牛糞を
入れて、水やりも毎日欠かさず、大
切に育てたおかげで豊作となり、と
ても甘かったとのこと。市場で買う
と、１本 1,000 リエル（約 25円）
しますが、毎日食べられ、デザート
も買わなくて節約できたました。　
　トウモロコシの後には、カボチャ、
レモンの苗を植えました。次の収穫
が楽しみです。
　コロナに負けない子ども達。勉強
の遅れが、とても心配です。ICT を
活用した学習環境の整備を急いで
進めていますが、チェイ村は田舎で
インターネット接続が困難です。感
謝とともに、今の生活を温かく見
守っていただけると幸いです。

↑　次はカボチャ　↓

みんなで一緒に勉強中
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　2019 年末、シェムリアップ事務
所は移転致しました。新事務所は大
通りに面していて、１階は事務所、
2階と3階に教室を配置することが
できました。旧事務所はプサー（市
場）のはずれの裏通りにあり、人目
につきにくい状況にあったことを考
えると、学校らしくなりました。
　１月から心機一転し、シェムリアッ
プの観光業（ホテル勤務、ガイド、
土産店勤務等）の日本語需要の減少

HG  ももたろう  日本語学校
　　　　　　　　　	 シェムリアップ支所長　村上　貴美子

に対応し、日本への技能実習生とし
ての送り出しあるいは留学支援を強
化することとしました。
　授業形態も従来の60分授業から
90分授業、月曜日から金曜日の週5
日に変更し、半年で日本語能力N5、
1年でN4の学力を身に付けること
を目標にしています。その最初の受
講生が、７月に日本語能力試験を受
験する予定でしたが、新型コロナウィ
ルスの影響を受け、試験が中止とな
りました。全員合格を目指して努力
していましたが、とても残念です。
　さらに、カンボジア全国の学校閉
鎖方針により、チェイ小の日本語教
室は３月以降、全く授業が行えてい
ません。また、HGももたろう日本
語学校も教室での対面授業からオン
ライン授業に変更せざるを得ません
でした。教師達は急遽、授業のため
のアプリケーションを準備し、PC操
作を学びながら、6月よりオンライ
ン授業を試行し、7月から本格的に
始めようと、前向きに、積極的に取
り組んでいます。

　仕事がなくなり、学習を続けられ
ない生徒達がでているので心配して
います。一日も早い終息を願います。

　新教室での授業　

　HG ももたろう日本語学校　

　皆さん、こんにちは。NCCCの
ロッチ・スライホムです。私は
2019年 8月から岡山学芸館高校
に1年間の留学をしています。部
活は華道部と和太鼓部に入りまし
た。華道部では高さや向きを教え
てもらい、オープンスクールで飾
るお花をきれいに活けることがで
きました。和太鼓部ではお祭り、
イベントなどで演奏し、初めはあ
まり上手にできないのでドキドキ
していましたが、だんだん上達し
てきて楽しんで叩けるようになり
ました。ハート・オブ・ゴールド
（以下、HG）の活動でマラソン大
会や20周年記念式へ参加し、お
手伝いしました。また、ケアヴィ
レッジ総社という介護施設でボラ

ンティア活動をさせていただき、洗
濯物、掃除、食事などのお手伝いを
しました。カンボジアには介護施設
はないので、とても勉強になりまし
た。今度は童謡を覚えていって一緒
に歌いたいと思います。

　岡山に留学しているほかの学生
達と一緒に、広島の厳島神社や平
和記念資料館、スキーに行ったり
し、交流を深めることができまし
た。そして、この留学中に日本語
能力試験N3に合格することがで
き、次のN2に向けて勉強を頑張っ
ているところです。3月から新型
コロナウィルスにより学校が長い
期間休みになりました。様々なイ
ベントが中止になり、残念で寂し
かったですが、HG事務所や寮で
先生のお手伝いをしたりして、寂
しさが紛れました。また、宿題も
頑張りました。私は留学中、先生
方やお友達のおかげで、楽しく過
ごすことができています。将来は
日本で働いて、家族を助けたいと
思っています。いつも応援してく
ださる皆様、本当にありがとうご
ざいます。これからも頑張りたい
と思います。

留学日記

ロッチ・スライホム

　ボランティア活動　
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　12月末から3月中旬まで約 3か
月、JICA 短期派遣ボランティアの
東海大学 4年生安部健也さんを受
入れ。パラ陸上選手の強化のための
トレーニングスケジュール作成をサ
ポートしていただきました｡ オリン
ピックスタジアムで毎日練習をして
いるパラ陸上の選手やコーチと話し
合いながら、安部さんの中学・高校
時代の陸上部や大学での学生トレー
ナーとしての経験を活かした技術的
なアドバイスを行ってくれました。
今後は、ハート・オブ・ゴールド（以
下､ HG）が選手の練習状況をモニ
タリングし、引き続きコーチ・選手
の強化を行っていきます。
　2月10日、11日には、日本福祉
大学スポーツ科学部の三井利仁先生
（日本パラ陸上連盟理事長）に、車
いす陸上選手への直接指導をしてい
ただきました。2017 年にHGが実
施したスポーツ・フォー・トゥモロー
事業でワークショップの講師を務め
ていただき､ ２度目の来カン、指導
となります。三井先生のゼミ生であ
る島田花さんと鳴海りおさんも、先
生の補助としてボランティア参加。
先生はビデオカメラをレーサー（競
技用車いす）に取り付けたり、自ら
自転車で追いかけたり、走っている
時の選手のフォームを撮影し、その
動画を一人一人に見せながら改善点
をアドバイスされました。リオパラ
リンピック（ワイルドカード枠）に
出場したヴァン・ヴォン選手には、
スタート時のフォームを改善するこ
とにより、あと0.3 秒縮めることが
できるとアドバイスされ、先生と一
緒にスタートの練習を何度も行いま
した。2019年11月に行われた世界
パラ陸上選手権（ドバイ）予選で、

ヴァン・ヴォン選手は14.57 秒で自
己ベスト更新。彼にとって0.3 秒速
くなることは、同大会の世界ランク
上位に近づきます。これまでのアド
バイスを自分に合わせて取り入れ、
トレーニングを続けてほしいと思い
ます。
　2月21日にはプノンペンにある
カンボジア日本人材開発センター	
（CJCC）にて、日本大使館と国際交
流基金の共催による「絆フェスティ
バル」が開催され、HGも “Activity	
with	Para-Athletes” と題して、パラ
スポーツ体験会を実施しました。車
いす陸上選手も加わり､ 参加したカ
ンボジアの学生にパラ陸上の説明や
レーサーの試乗体験をしてもらいま
した。パラスポーツについて初めて
知った子ども達にとっては良い経験
となり、また少しでもパラスポーツ
に興味を持つきっかけとなればうれ
しく思います。
　カンボジアでも新型コロナウィル
スによる様々な影響が出ています。
3月には、集団でのスポーツ活動禁
止やリーグの延期、フィットネスジ
ムの営業禁止等、カンボジア政府よ
りスポーツに関する通達がありまし

た。パラ選手への影響も大きく、オ
リンピックスタジアムでの日々のト
レーニングができなくなりました。
　そのような状況でも、選手達は自
宅でのトレーニングを積極的に行
い、工夫しながら頑張っていて､ そ
の様子が Facebook から窺えました。
　しかしながら、3月に予定してい
たフィリピンでの東南アジアパラ競
技大会 (ASEAN	Para	Games)も中止
となり、大会を目標にトレーニング
に励んでいた選手にとって大変残念
な結果となりました。
　気持ちを新たに次なる目標に向け
て、安心してトレーニングができる
状況を整えていきたいと考えていま
す。皆様の支えが力となります。ご
支援をよろしくお願いします。

　カンボジア パラ陸上支援　　　　　プロジェクト・オフィサー　 米山　遥香

JICA 短期派遣ボランティア安部健也さん（左） 三井先生（中央）による指導

絆フェスティバルでのレーサー試乗体験

絆フェスティバル



事務局からのお知らせ

1．有森代表、カンボジア初体育大学の名誉教授に就任
現在、ハート・オブ・ゴールドは、体育科教員養成校

(NIPES ／国立体育スポーツ研究所 )の４年制大学化プロ
ジェクトを進めています。有森代表が、そのカンボジア
初となる４年制体育大学の名誉教授を、2020年４月２
日付でカンボジア教育・青年・スポーツ省大臣より拝命
致しました。

2．第22回　2019年度総会
　６月19日 ( 金 )午後４時から、新型コロナウイルス感
染予防のためオンライン形式により、総会を開催致しま
した。事前に詳しい資料をお届し、会員の皆様には書面

　新型コロナウィルス感染予防のため、自粛の日々を
様々な不安な気持ちを抱えながらお過ごしのことと思い
ます。なかなか改善の兆しが見えそうで見えない中で
暑い夏を迎え、より心身ともに疲れが出始めている方
が多いのではないでしょうか？

ハート・オブ・ゴールドの活動国であるカンボジア
でも、大きな影響を受けています。まさに今、社会的
役割を持つ組織がますます必要とされ、新たな状況に
即した支援活動の必要性も高まると思います。
　ハート・オブ・ゴールドも、よりいろいろなアイデア
と発想の転換を活動にプラスして、皆さまと共にこの
状況を乗り切り、頑張りたいと思います！

            ハート・オブ・ゴールド代表理事　有森　裕子

表決または委任状によるご承認をいただき、2019年度
活動報告と決算、2020年度活動計画と予算、定款の変
更のすべての議案が承認可決されましたことをご報告致
します。　　

３．本部事務局スタッフ
　2019年10月より、総務・経理部長に金原美佳が着任。
また、2020年３月末に、広報担当の山本雅之が退職。4
月1日から5月31日まで、楠本奈々さんがインターン
として活動。

４．事務局からのお願い
＊HG会員募集！	友人・お知り合いの方をお誘いください。
＊書き損じはがき・未使用の切手・クオカード・商品券
　などご寄付ください。
＊ボランティア・インターン募集！　
　本部事務局にて、事務補助をしてくださる方。

2019 年度国際交流基金 地球市民賞受賞
岡山県初の受賞

ハート・オブ・ゴールドの20余年の活動が評価され
ました。関わっていただいたすべての皆様と受賞の喜び
を分かち合うとともに、心より感謝致します。
※２月４日岡山市内で受賞伝達式が行われました。
　＜受賞理由より＞　支援活動の多くが、支援する側と
される側の立場に格差が生じがちだが、同団体は、対等
な交流を目指し、マラソン大会の運営や日本語教室の活
動を現地に移譲する等、現地で、自立かつ持続的に活動
ができるような枠組みを作っており、また官・学・民を
大きく巻き込んで連携し協働を実現している点は、複雑
な社会課題の解決方法として注目されるもので、支援活
動に関わる全ての団体にとって一つの手本となると考え、
本賞を授与する。
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